
































































会編、1982 年）76～79 頁を参照。 








戦争終結後の 1906 年 1 月に日本へ帰国し
た。1 年後の 1907 年 1 月に再び東亜同文書
院へ復帰し、教授となったが、同年春に辞
職し南満洲鉄道株式会社（以下、満鉄）に















徴的な出来事が、1911 年 12 月 21 日に欧米
より帰国した孫文を、宮崎滔天らとともに
香港で出迎えたことである。その時に撮影
された 2 枚の写真がある。 
しかし、純三郎の動向を詳しくみると、
その時よりも前に辛亥革命に関与していた
ことが 2 つ確認できる。1 つは、1911 年 11
月 3 日から 4 日にかけて革命家の陳其美が
実行した、清朝側の兵器製造工場である江 















































2 人目純三郎、4 人目孫文、6 人目何天炯、 
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して、1911 年 12 月に欧米から帰国した孫
文を一緒に香港まで出迎えに行っている。 
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14 同上、463 頁。 
15 『革命評論』第 9 号（『明治社会主義資料
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されるが、純三郎は 1911 年 12 月に香港で
孫文に会ったのが 3 回目であったと回想し
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